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                                    第 11号 

平成２８年（2016 年）１１月１日発行 

（編集・発行）宝塚市明るい選挙推進協議会 

広報委員会 

〒665-8665 宝塚市東洋町１番１号 

宝塚市選挙管理委員会事務局内 

℡ 0797-77-2032 FAX 0797-74-1818 

明るい選挙の推進、投票率 100%

を目標に活動する団体で、市各

種団体等から推薦いただいた

方たちから成る組織です。 
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選挙啓発ポスター審査 

小中学生の作品から、優秀

作品ほかを決定しました。 

【小学校低学年の部 優秀賞 

中川陸聡さんの作品】 

 

明推協総会           

平成 27 年度事業報告と 

平成 28 年度事業計画を決定

しました。 

新役員を選任し、企画、広報

の両委員会を設置しました。 

研修会 

兵庫県選挙管理委員会 書

記 原晃さんをお招きし、委

員研修会を催しました。 

 

参議院議員通常選挙啓発 

 

阪急・ＪＲ宝塚駅前及び、 

万代逆瀬川店周辺におい

て、街頭啓発を実施しまし

た。 

 

宝塚市長選挙啓発 

 

第２回市民教養講座の実施

など、宝塚市長選挙に照準

を合わせた啓発を実施しま

す。 

 

市民教養講座 

市民を対象に、講師を招い

て講演会などを開催します 

（全２回開催予定）。 

 

11 月 21 日(月)の第１回目

は、日曜討論などに出演さ

れているＮＨＫ解説副委員

長の島田敏男氏を講師にお

迎えします。 

選挙啓発標語の募集 

啓発標語を募集します。 

応募は 12 月 15 日まで 

（審査は来年 1月）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

会
長 

久
保
田 

久
男 

平 

成 

28 

年 

度  
  

行 

事 

予 

定 

表 

９月 ８月 ７月 

平成２９年 １１月 １０月 

投
票
に 

行
っ
て
初
め
て 

届
く
声 

(

平
成
27
年
度
入
選
作
品) 

こ
の
度
、
当
協
議
会
会
長 

に
ご
承
認
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
重
責
を
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
、
一
所
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

各
位
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
本
年
７
月
に
、

18
歳
へ
選
挙
権
の
引
き
下
げ
と
な
る
改
正
公
職
選

挙
法
の
施
行
後
初
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
若
者
の
意
見
を
尊
重
す
る

動
き
が
み
ら
れ
、
若
者
が
保
有
す
る
票
に
対
す
る
評

価
が
上
昇
し
、
い
わ
ゆ
る
「
18
歳
選
挙
権
」
の
有

権
者
も
自
ら
が
一
票
を
投
じ
る
こ
と
で
、
政
治
参
加

の
意
義
を
実
感
し
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
某
新
聞
の
世
論
調
査
に
対
し
、
四
割
の

方
が
「
政
治
意
識
が
高
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
い
か
に
有
権
者
に
選
挙
権
を
行
使
し
て
い

た
だ
け
る
の
か
、
そ
の
道
筋
を
関
係
各
位
と
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
が
私
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係

各
位
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
え
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
で
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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平成 28 年度宝塚市明るい選挙啓発ポスター入賞作品 

宝塚市明るい選挙推進協議会と宝塚市選挙管理委員会が募集した『明るい選挙啓発ポスター』

に多くの方のご応募をいただきありがとうございました。 

応募いただいた市内１６校、３１０作品のなかから次のとおり入賞作品を決定いたしました。 

  

 

 

【優秀賞】 

◇小学校低学年の部 

中川 陸聡 （末広小３年） 

◇小学校高学年の部 

松田 文芭 （小林聖心女子学院小６年） 

井上 美咲 （小林聖心女子学院小６年） 

疋田 好花 （小林聖心女子学院小６年） 

菊池 玲奈 （小林聖心女子学院小６年） 

李 華音  （小林聖心女子学院小６年） 

西藤 希実 （小林聖心女子学院小６年） 

◇中学生の部 

  石川 千愛 （宝梅中１年） 

下段 萌  （宝梅中２年） 

中村 悠河 （光ガ丘中１年） 

橋本 知愛子（宝塚中２年） 

前西 美空 （宝塚中２年） 

辻 賢人  （中山五月台中２年） 

西村 千笑 （高司中３年） 

名部 匠海 （高司中３年） 

【入 選】 

◇小学校低学年の部 

梅林 利帆 （雲雀丘学園小２年） 

◇小学校高学年の部 

山本 小想 （小林聖心女子学院小６年） 

里井 愛実 （小林聖心女子学院小６年） 

英保 貴子 （小林聖心女子学院小６年） 

齊藤 心晴 （小林聖心女子学院小６年） 

細川 莉夏 （小林聖心女子学院小６年） 

◇中学生の部 

  柴田 航平   (長尾中１年） 

山本 歩花   (長尾中１年） 

千原 日那  （中山五月台中１年） 

荒木 浩太 （宝塚中２年） 

土山 拓真 （宝梅中３年） 

神吉 世汰 （宝梅中３年） 

福安 眞子 （高司中３年） 

  

井上美咲さんの作品 石川千愛さんの作品 

 

 

土山拓真さんの作品 

梅林利帆さんの作品 



 

- ３ - 

１
人
３
作
品
ま
で
。
郵
送
又
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
15
日
当
日
消

印
有
効
（
持
参
は
12
月
15
日
午
後
５
時
ま
で
）。
入
賞

者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。
な
お
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

 

日
時 

11
月
21
日(

月) 

午
後
1
時
30
分 

出
演 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長 

島
田
敏
男
さ
ん 

演
題 

「
日
本
政
治
の
行
方 

～
参
院
選
後
の
変
化
を
見
な
が
ら
～
」 

場
所 

宝
塚
市
立
西
公
民
館 

ホ
ー
ル 

※
入
場
無
料 

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、 

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
知
り
合
い
な
ど
お
誘
い
合
わ 

せ
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
一
時
保
育
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
時
保
育 

が
必
要
な
方
は
、
講
演
の
一
週
間
前
ま
で
に
選
挙 

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
利

用
料
無
料
）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 選
挙
啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
す 

自
＝
自
治
会
連
合
会 

ネ
＝
自
治
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議 

婦
＝
宝
塚
市
婦
人
会 

民
＝
民
生
委
員
・
児

童
委
員
連
合
会 

長
＝
長
尾
山
婦
人
会 

 

商
＝

商
工
会
議
所 

老
人
＝
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

社

協
＝
社
会
福
祉
協
議
会 

す
＝
す
こ
や
か
会 

 

消
＝
消
費
者
協
会
宝
塚 

 

知
＝
知
識
経
験
者 

 

役役
員員･･

委委
員員
紹紹
介介
（（敬敬
称称
略略
・・五五
十十
音音
順順
））  

去
る
８
月
10
日
の
総
会
に
お
い
て
、
新
役
員
等

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
任
期
２
年
の
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

会
長 

 

久
保
田 

久
男(

自)
 

副
会
長 

稲
野 

秀
子(
婦) 

 
 
 
 

北
口 

武
（
ネ
） 

幹
事 

田
中 

保
子(

自) 

坪
田 
壽
美
榮(

長) 

米
谷 

宗
久(

知) 

前
嵜 
京
子(

消) 

政
井 

小
夜
子(

婦) 

松
田 

保(
商) 

三
島 

基
道(

ネ) 

吉
田 

啓
子(

民) 

【
企
画
委
員
会
】 

委
員
長 

 

千
秋 

良
雄(

自) 

副
委
員
長 

中
山 

繁
子(

婦)  

委
員 

  

多
田 

嘉
則(

社
協) 

西
村 

照
代(

民)
  

平
川 

す
み
子(

消) 

【
広
報
委
員
会
】 

委
員
長 

 

井
上 

堅
也(

ネ) 

副
委
員
長 

岡
林 

弘
子(

婦) 

委
員 

 

小
池 

美
也
子(

商) 

林 

小
百
合(

す) 

三
木 

節
雄(

老) 

 

 

選
挙
管
理
委
員
会
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
主
催
の

市
民
教
養
講
座
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
市
民
教
養
講
座
の
お
知
ら
せ 

構
成
団
体
か
ら
の
お
し
ら
せ 

 

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
協
会
宝
塚
の
ご
紹
介
】 

 
 
 宝

塚
消
費
者
協
会
と
し
て
昭
和
45

年
に
発
足
し
た
当
協
会

は
、
平
成
16

年
に
兵
庫
県
知
事
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を

受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
協
会
宝
塚
と
な
り
ま
し
た
。 

消
費
者
と
し
て
安
全
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
の
権
利
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
各
界
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、

協
力
連
携
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
向
上
を
目
指

し
て
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

★
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
消
費
者
の
店
」 

平
日
９
時
30
分
～
１６
時
30
分 

場
所
：
ピ
ピ
ア
め
ふ
１ 

５
階 

★
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル 

毎
月
第
４
日
曜
日
９
時
～
１１
時 

宝
塚
朝
市
と
共
催
。 

★
廃
油
か
ら
石
け
ん
作
り 

天
ぷ
ら
後
の
油
や
進
物
で
も
ら
っ
た
ま
ま
賞
味
期
限 

の
切
れ
て
し
ま
っ
た
油
を
回
収
し
、
石
け
ん
を
作
っ
て 

販
売
。 

★
不
用
品
バ
ン
ク 

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
物
を
必
要
な
人
に
斡
旋
。 

宝
塚
市
広
報
誌
に
「
譲
り
ま
す 

譲
っ
て
く
だ
さ
い
」

の
掲
載
及
び
「
消
費
者
の
店
」
前
に
掲
示
。 

★
宝
塚
生
活
大
学 

毎
年
秋
～
冬
に
か
け
て
全
７
回
開
催 

★
夏
休
み
子
ど
も
消
費
者
教
室 

毎
年
８
月
頃
に
開
催 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
協
会
宝
塚 

事
務
所 

〒665-0852
 

 

宝
塚
市
売
布
２
丁
目
５
―
１ 

 

ピ
ピ
ア
め
ふ
１ 

５
階 

Tel:

０
７
９
７-

８
１-

４
１
７
５

http://skt2004npo.web.fc2.com/ 

Mail

：syouhisya_takarazuka@yahoo.co.jp 


